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１．はじめに

　これまで家庭科のカリキュラム構成の新たな視点を得る
ために，トピック学習によるアプローチを検討し，その有
効性について研究を進めてきた１）．その結果，トピック学
習の長所は，①学習者の興味･関心や日常生活に密着して
おり，主体的で柔軟な学習活動の組み立てを可能とする．
それは②学習者による個性的な学びを促進し，実感を伴っ
た分かり方をもたらし，意欲を喚起する．③学習活動は，
学習者のトピックへの切り口により教室内から地域・社会
へと多様性が想像され，認識の相対化が図られる．その一
方で，そうしたトピック学習の醍醐味は短所にもなる．つ
まり，④学習者の事実認識や問題意識など個性的な切り口
と多様な学習活動は，認識対象の範囲と水準に差をもたら
す．それを最小限に抑え，一定の認識対象と水準を保って
目標の到達へと導くためのカリキュラム構成が課題となる．
そこで，学習者の発達段階によるトピック設定に差異はあ
っても，学校段階に応じて学習すべき教科内容の範囲と学
問水準を確保するためのバックグラウンドを明らかにする
ことが求められる．そのような条件を満たすために，個人
の生活欲求を実現する行為を構造的に分析し，個体や種の
再生産など生活を維持発展させる行為を抽出し，それぞれ
を構造的側面と機能的側面とし，そのマトリクス上の様々
な条件を解決することで生活を体系的にとらえようとする
「生活構造論」にそのよりどころを求めた．日々の生活の
営みにおいて生じる課題の解決（欲求の充足）を図るため
に，生活を総合的にとらえ（生活行為の側面を満たし）な
がら，生活主体を育成することが可能ではないかと仮定し
た２）．
　本稿では，この仮定に基づいて試みられた教員による開

発トピックの内容を分析し，先に得られたトピック学習の
有効性に関する知見及び生活を総合的に理解するための仮
説の有効性について検証することを目的とする．

２．研究方法

（１）対象
①平成21年度東京都教職員研修センターによる専門性
向上研修「家庭Ⅲ」の受講者68名

②平成21年度教員免許更新講習の教科指導「家庭科」
の受講者35名

（２）方法
　研修及び講習（以下，研修等と称す）において，グルー
プごとに開発したトピック内容を仮説に基づいて分析し，
生活を総合的にとらえることに資するトピックであるか否
か，及び仮説の有効性を検証する．
（３）期間
①平成21年8月3日～4日
②平成21年8月19日

３．研修等の流れ

　研修等は，トピック学習による題材開発をテーマとする
理由，その意義と特徴，及びトピック開発の目的と手順に
ついて共通認識を図った後，トピック開発にチャレンジす
る展開とした．そのため，トピック開発の前段については，
研修等のレジュメの主要項目を提示するに止める．
（１）研修の要点
　研修は2時間で計画され，午前・午後の2回に分けて実
施された．レジュメの主要項目は次のとおりである．
　午前中のテーマは，「生活の課題と実践に対する指導過
程の理解」であり，今回の学習指導要領の改訂の背景と基
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本的考え方（教育課程の基準の改善のねらい，家庭科改訂
の基本方針，家庭科の学習内容とその特徴），及び新学習
指導要領に基づく家庭科学習指導のポイント（学習のねら
い，学習方法の多様化，題材構成の方向性と学習方法の視
点，OECD / PISA学力調査の問題解決能力の問題例）で
構成されている．
　午後のテーマは，「生活を総合的にとらえる家庭科の題
材構成」であり，トピック学習と家庭科（トピック学習，
家庭科とトピック学習），及びトピック学習の実際（題材
開発が求められる背景，題材開発に向けて，トピック学習
の実際，トピック題材開発例）より構成されている．
（２）講習の要点
　講習は3時間で計画され，内容は「Ⅰ．家庭科の特徴を
生かす学習指導の方法とトピック学習」と「Ⅱ．家庭生活
を総合的にとらえる題材開発とその検討」の二部構成であ
る．
　「Ⅰ．家庭科の特徴を生かす学習指導の方法とトピック
学習」では，題材開発の背景と学習指導要領の改訂の基本
的考え方，家庭科改訂の基本方針，家庭科の学習内容とそ
の特徴，家庭科の特徴を生かす学習指導─問題解決学習，
題材構成の方向性と学習方法の視点，トピック学習，家庭
科とトピック学習，トピック学習の実際を内容としている．
　「Ⅱ．家庭生活を総合的にとらえる題材開発とその検討」
では，トピック題材開発例の趣旨を理解しながら，トピッ
ク開発に挑戦することを内容としている．

　研修・講習ともレジュメの内容は，その目的により若干
の相違はあるものの，要点に大きな差異はない．両方のレ
ジュメに共通の「家庭科の学習内容とその特徴」において，
筆者が提案した「学習内容の範囲」図と家庭科の学習内容
の水準維持を保障するための「生活行為の要因」として，
「状況」「社会」「文化」「物財」「パーソナリティ」の5つ
の要因を挙げている．
（３）研修等の流れ
　研修・講習とも，前半は講義，後半は演習としたが，ト
ピック開発に時間を割くため，演習に関する講義内容は前
半に繰り上げて実施した．演習は，学校種ごとに3~5名の
グループを編成し，トピック開発に挑戦する時間とした．
グループの構成メンバーによる日頃の学習指導における課
題や悩みを出し合い，課題意識を共有してその解決のため
のトピックを開発する．トピック題材の開発におけるプロ
セスはグループにより異なる．日頃の実践を踏まえた学習
活動から題材を詰めていくグループ，現代の生活課題に真
正面に向き合い，子どもが興味・関心を喚起しそうな題材
開発を考えるグループ，また現代の生活課題と子どもの生
活実態との乖離を埋める題材を模索するグループなど，帰
納法と演繹法とが混在したアプローチが見られた．

　トピック題材開発の概要がまとまったら，グループごと
に発表用紙に記入し，用紙を黒板に貼付する．すべてのグ
ループが貼付し終えたら，グループごとにトピック開発に
至る経緯と開発の趣旨について発表する．
　時間的制約からグループ間のディスカッションやトピッ
クの系統性についての議論にまで至らなかったのは残念で
あった．
　

４．トピック題材の開発

　各グループが開発したトピックを表1に示す．
　トピック学習の醍醐味は，学習題材と学習者の距離が近
いことが，両者の対話を促し，喚起された意欲が，認識の
拡大につながることを期待させるところにある．学習者の
学校知と生活知を背景にトピックに関する興味・関心に誘
われ，個性的にアプローチをする．そのような意欲に溢れ
た学びを共有することで学習者の視野を広げ，アプローチ
と解決策の多様性を納得していく．日常生活における問題
の解決は，生活場面におけるさまざまな問題と解決策との
出会いと組み合わせの繰り返しではないだろうか．
　佐藤学は，学びとは，〈世界づくり〉〈仲間づくり〉〈自
分づくり〉の三位一体による『意味と関係の編み直し』の
繰り返しであると定義している３）．題材だけで教育の良し
悪しは決められないが，題材の親近性に加えて，どのよう
な方法で，誰と学び合うかという変数によって，学びはさ
まざまな様相を呈する．題材と共に学び方も大切なのであ
る．今回のグループによるトピック題材の開発は，学習活
動を含む開発であり，そこからおおよその授業展開を想像
することができる．　

　表中のトピックは題材や単元に相当し，サブ・トピック
は小題材・小単元に相当する概念である．「生活行為の要
因」を新たに設定したのは，トピック学習の長所である学
習者の個性的な切り口からもたらされる学習課題の偏りに
対して，それを修正し学校段階による学習内容の範囲とレ
ベルを適正に保障するための解決策であり，既報の仮説４）

基づいた重要な要因である．「学習活動の種類」は，学習
者主体の学びの重要性が指摘されていることを意識したも
のである．家庭科は，実践的・体験的な学習が強調されて
いるにもかかわらず，その授業時数は減少の一途を辿って
おり，限られた時間数で学習者主体の学びをどう創りだす
かは，学習活動に大きく関与するためである．

５．開発題材の検討

　研修等において開発された24のトピック題材について，
まず特徴を概観し，生活を総合的にとらえるトピックある
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表１　開発トピック一覧
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いはサブ・トピックとして典型的な例を取り上げて検討す
る．ここでの要点は，①トピック学習の意義を理解してい
るか，②学習者主体の学習活動に配慮されているか，③生
活行為の要因を満たしているか，の3点とする．
（１）トピック題材の特徴
　24の開発されたトピック題材は特徴により３つに類別す
ることができる．
　一つは，同じ分野の内容を多角的な視点でとらえ，題材
を再構成した事例である．これは我が国の教科指導におい
て，教科書は学問分野を尊重した縦割りの内容編成となっ
ており，分野ごとの指導が系統的に行われるのが通例とな
っていることからの脱皮を試みたものである．縦割り専門
分野の指導に慣れた教員にとって，分野を横断して題材を
再構成することは容易なことではない．しかも短時間の中
でトピック学習を理解し，題材開発を行うという制約があ
るのであるから．ここに分類される事例は，トピック題材
の開発としてより，分野ごとの題材開発としての意義を見
出す方が適切であるかもしれない．
　二つは，異なる分野を横断して題材開発した事例であり，
トピック学習の長所を理解しての開発である．トピック名
とサブ・トピック名が提案されている事例の場合，まだサ
ブ・トピック開発の余地があると考えられる．つまり，ト
ピック開発としては完結していないと考えるべきである．
これに類別できる事例は，No.１，2，４，11，12，17，19，
20である．
　三つは，教科内容の分野にかかわらず，新たな視点で生
活を総合的にとらえるトピック開発を試みた事例であり，
開発トピックのNo.６，７，15，21が該当する．
　本稿では研究の分析上，トピックの特徴を3つに分けて
類別したが，短時間での開発結果について安易な結論を下

すべきではなく，この経験が，後のトピック開発に繋がる
ことを望んでいる．
　分析対象として，二つ目に該当するトピック例のNo.17
と，三つ目に該当するトピック例のNo.6，7，15，21を取
り上げ，検討する．
（２）トピックNo.17：小学校「環境を考えた家庭生活」
　この事例は，５・６学年を通して10単位時間での題材計
画である．この計画は，新小学校学習指導要領では，「B　
日常の食事と調理の基礎」の内容を多く含みつつも，「D　
身近な消費生活と環境」の（１）物や金銭の使い方と買物，
（２）環境に配慮した生活の工夫，も取り込んで立案されて
おり，トピック開発の趣旨と学習指導要領の「内容の取扱
い」を理解して開発されたことが分かる．もともと日本の
教科書は分野の系統性を重んじて編集され，授業内容も分
野ごとに行なわれてきたことは先述したとおりである．
　しかし，小学校の生活科，及びその後の小・中・高等学
校への総合的な学習の時間の新設に及んで，カリキュラム
編成に相関型や融合型など新たな視点が取り入れられるこ
とになった．知識基盤社会においてますます横断的，総合
的，複眼的なものの見方・考え方が要請され，だからこそ
新学習指導要領で活用する力の育成が謳われているのであ
り，カリキュラムの融合化は促進されるように思われる．
トピック学習もこのような融合化の一つの方法である．
　「学習活動例」で分かるように，朝食の重要性を小学生
から気づかせ，習慣化させたいという意図が伺える．この
学習活動例だけで，学習指導要領の目標が達成できるかど
うかは定かではない．なぜなら，他の題材計画を考慮する
ことなしには断定できないからである．朝食作りを通して，
栄養素，食物の旬，買物を通して消費者意識を高め，調理
用具の使い方を理解し，ゴミの分別やエコバッグ作りを通
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して環境に配慮した生活の工夫をさせる構成となっている．
　「生活行為の要因」は，先に挙げた5つをすべて網羅し
ている．
（３）トピックNo.６：高等学校「安全と環境」
　この事例は，「みんなで考えよう！ユニバーサルマーク」
のサブ・トピック名から分かるように，マークを切り口に
生活を総合的にとらえようとするものである．
　「学習活動例」には，「身近な商品についているマークを
調べ」ることで，いわゆる衣食住など生活のあらゆる側面
に関するマークを調べ，その意味や用途を理解する．それ
を踏まえて，「誰のために，どうして必要か」，見にくい，
分かりにくいマークに対するデザインを考えることで，消
費者の立場から行政に対する意見を発信していくことので
きる主体性を養うことが期待される．主体的な生活者を育
成することは家庭科のねらいである．
　「学習活動の種類」は，リサーチと発表であり，マーク
の必要性に関しては仲間との学びあいを取り入れている．
ここでの学習を基盤として生活全般に関するマークのあり
方について発信していく力を育てたい．
　「生活行為の要因」には，文化と社会の二つしか挙げら
れていないが，筆者の判断では，マーク調べには文化と状
況，物財が当てはまり，マークの必要性には社会とパーソ
ナリティも該当する．
　このトピックについては，マーク以外の切り口により新
たなサブ・トピックの設定が期待される．また，学校段階
を超えて取り組めるサブ・トピックであり，学習者の系統
的な認識の拡大が期待でき，トピック開発の可能性を感じ
させる．
（４）トピックNo.15：高等学校「アレルギーと衣食住」
　この事例は，先の（３）トピックNo.６「安全と環境」と
の関係を連想させる事例である．つまり，（３）において指
摘した異なる切り口からのサブ・トピックに本事例が該当
するのではないかと考えられる．つまり，「アレルギー」
という視点からの切り口である．
　近年，衣料用新素材による皮膚アレルギーや住宅用新建
材が原因とされるシック症候群，あるいは卵，小麦粉，青
魚など食品によるアレルギーが多く報告されるようになっ
てきた．それらの内容を縦割りの専門分野ごとに指導する
のではなく，生活の中のアレルギーということで一括して
取り上げることで，生活を総合的にとらえる視点とアレル
ギーについて幅広く理解することが出来る．
　例えば「洗剤」といったら何をイメージするだろうか．
分野を横断した題材開発の中で多くの大学生がイメージし
たのは「洗濯洗剤」であった５）．これは縦割り専門分野で
の指導の結果でもある．洗剤には，洗濯用のほか，食器用，
住宅用（レンジ，家具，壁，床，畳，トイレ，浴室，ガラ
ス，家電製品等）や屋外用（外壁，門，玄関タイル等）な

ど多くの種類がある．
　生活は分野に分かれて営んでいるわけではない．生活全
体を丸ごととらえる視点は日常生活において必要な視点で
ある．一つひとつの行為が異なる分野と関連しているので
ある．食生活を扱う際に，栄養と食品と調理の学習だけで
事足りと考えるのは誤りである．そこには，家族があり，
家計が絡み，消費が及ぼす環境への影響を考えた生活の仕
方に配慮が求められる．食生活は複合分野の上に成り立っ
ているのである．生活をトータルに見る，横断して見ると
いうのは，これらの関係をよく理解し把握しながら，生活
を営むことを意味する．したがって，アレルギーから生活
を見直すことは，有益な視点であると考える．
　「学習活動例」や「サブ・トピック名」から分かるよう
に，アレルギーという視点から衣食住をとらえる内容にな
っている．このような状況から，「安全と環境」のサブ・
トピックとして，アレルギーと衣食住を設定することが有
益だと考えられる．
　この事例については，「学習活動の種類」「生活行為の要
因」についてまで検討するに至らなかったようであるが，
学習活動例から要因としては状況，物財，文化，パーソナ
リティとの関連は推察することができそうである．
（５）トピックNo.７：高等学校「木から考える日本文化」
　この事例は，日本の文化に照準に当てて，生活を総合的
にとらえようとした試みである．家庭科は，1947年の新
設当初から，家庭生活を認識対象に，生活の営みを大切に
する思想と自立した生活者を育て，生活文化を創造するこ
とをねらいとしてきた．経済状況や世界の中に占める日本
の位置，そして消費者問題や環境問題が大きくクローズア
ップされるにつれて，自立の意味が問い直され，近年は
「自律」がコモンセンスを得ようとしている．一つひとつ
の生活行為は，我が家の改善・向上から地域社会や世界の
あり方を見据え，人や環境との共生を図る視点を併せ持つ
個人の価値観に基づく行動へとその重要性が高まっている．
これは世界的傾向であり，グリーンコンシューマーはその
代表的な例である．
　この事例は，日本の食文化である「箸」を切り口に，多
様な学習活動を展開し，日本文化への再確認を意図してい
る．「学習活動例」も「箸を作る」ことでその素材に着目
させ，日本の食文化の歴史的理解へ誘い，同時に日本の林
業へと認識の枠組みの幅を広げている．また，「箸袋を作
る」ことで，死蔵衣服の再利用への窓口を開き，被服分野
での学習との関連を図っている．さらに，木の文化を代表
する日本の家屋の特徴を気候や歴史と関連づけて考えさせ，
それらを通して食衣住にかかわる環境に配慮した生活につ
いて認識させ，日本文化とかかわらせながら生活を創造し
ていく価値観と態度の育成をねらっているように推測され
る．他教科で学習した内容，家庭科の他分野で学習した内



（ 93 ）

生活の体系的理解を促すトピックの実証的分析

容へと学校知の振り返りと箸という生活知をめぐる経験と
が交差するように学習活動が組み立てられていることも，
このトピック題材の内容の豊かさを感じさせる．
　家庭科の学習において大切なのは，学校で学習したさま
ざまな物の見方，考え方をそのまま鵜呑みにするのではな
く，自分の生活というフィルターを通して事実確認をし，
価値判断をし，行動化に繋がる自己内対話ができるかどう
かである．
　学習活動例からトピックとサブ・トピックを見直すなら
ば，サブ・トピックとして「マイ箸」の他，「日本の家屋」
「木と調度品」「木と民芸品・工芸品」などのサブ・トピッ
クも考えられる．サブ・トピックを分けることで，学習者
の興味・関心の幅を広げることができる．今回は教員が設
定しているが，本来は子どもが設定するものである．
　学校段階によって学習者の認識の枠組みも異なるわけで，
その意味からもこのトピック題材は，学校段階によって異
なるサブ・トピックや学習活動を自在に設定することが可
能であり，トピック題材としての開発の可能性が大である．
　「学習活動の種類」は実習，リサーチ，調査が組み合わ
されており，学習者主体の活動が配慮されている．ここで
は具体的な授業展開までは求めていないが，〈仲間づくり〉
ができるような学習展開を調整する必要がある．
　「生活行為の要因」は，5つの要因を満たしているが，
パーソナリティのウエイトを高めたい事例でもある．
（６）トピックNo.21：高等学校「マドレーヌから見える私
たちの生活」
　この事例は，マドレーヌから私たちの生活をとらえなお
すことを意図したもので，それは35時間という時間配分
からも分かる．
　「①マドレーヌの実習」と「⑤手作りマドレーヌと市販
品との比較」では食生活と消費・環境分野，「②容器・使
用したエネルギーを調べる」では消費・環境分野，「③食
卓を整える」では衣生活と住生活分野，「④マドレーヌ嗜
好調査」では家族・高齢者と食生活分野というように学習
活動における切り口も分野を横断している．このグループ
は，徹底してトピック学習の長所を生かすべく題材開発に
取り組んだ．時間いっぱい意見交換をし，知恵を出し合っ
ていた．
　提案された学習活動は，実習，調査，リサーチが挙げら
れており，生徒が主体的に学習に取り組む活動が提案され
ている．しかし，生徒間で学びあう機会を持つことのでき
る学習活動を設定することで，佐藤のいう〈世界づくり〉
にあたる認識の広がりを促すことができると考えられる．
教員対生徒のコミュニケーションと同様に生徒同士のコミ
ュニケーションも同時に保障することで，同年代の学びに
大きな刺激となるであろう．
　題材構成に時間を多く費やしたため，作業時間の制約か

ら「生活行為の要因」を書き出すことができなかったよう
である．学習活動例や種類から筆者が推測するに，①には
状況，物財，社会，文化，②には状況，③には文化，物財，
④には状況，文化，パーソナリティ，⑤には状況，物財，
文化，パーソナリティなどが挙げられ，すべての要因が網
羅されている．

５．おわりに

　今回の学習指導要領の改訂においては，「生きる力」と
いう理念を継承しながらも，PISAを始めとした学力調査
の結果を踏まえて，新たに「活用する力」の育成を強調し
ている．活用する力とは，具体的には思考力であり，判断
力であり，表現力であり，その基礎となる読解力を含んだ
概念として理解されている６）．
　家庭科は問題解決学習を教科指導の方法論として採用し，
主体的な生活者として，生活問題を解決し，生活の改善向
上を図っていく力を養う過程において，この活用する力の
育成を図っていかなければならない．今まで以上にである．
　家庭生活を営むとは，実は活用する力なくして不可能で
ある．一つひとつの生活行為は，不断の意思決定の連続だ
からである．活用する力の育成には，学習者を主体とした
学び，つまり能動的な学びを創りだす必要がある．能動的
な学びには時間が必要である．しかし，家庭科の場合は，
授業時間数が減少傾向にある．そのような課題に対する解
決策として提案したトピック学習の効果について，現職教
員が開発したトピック題材で検証した．
　仮定どおり，トピック学習は学習者主体の学びを創出し，
生活を総合的にとらえることを期待させることが分かった．
しかし，縦割り専門分野の指導に慣れている教員の一部に
は，その習性から脱し切れずにいる．
　このたび開発されたトピックの中には直ぐ授業に生かせ
るものが多くあるが，このトピックをより効果的に実施す
るためには，他の題材との整合を図る必要があり，年間指
導計画で題材の配列と系統性・関連性には十分な配慮が必
要である．
　新学習指導要領では，特に中学校において，「生活の課
題と実践」が各分野に設けられ，分野ごとの課題設定と実
践による解決の計画を立案することが謳われている．トピ
ック学習は，この分野ごとの課題と実践に対する題材構成
にも適用できる．さらに，分野にこだわらない生活全体に
ついての題材設定と実践を計画することもでき，学習指導
要領の主旨より教科内容の横断性と総合性が強いものであ
るといえる．
　授業時間数が減少傾向にあるなかで，学習者の認知の枠
組みを広げ，問題に適切に対処し，その解決を目指した実
行力を育成するため内容構成を実のあるものとする必要が
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ある．問題発見から解決へ，そして実生活への適応に至る
継続性のある学びを創り出していくことが重要なのである．
　このような開発を蓄積していくことで，小・中・高等学
校の系統性のあるトピック題材を提案していきたいと考え
る．
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Summary
	 �� ����� ������������� ���� ������ ������ ��� �� ���� ���������� ��� ���������� ���� ����������� ��� ����� ���������� ���� ����� ����I have investigated the topic study as a new viewpoint to construct the curriculum of Home Economics and have pro                   �
posed a viewpoint for the content formation        based on the    “theory of structure of life    ” in order to understand the life sys       �
tematically.
	 In this paper I have tried to analy       ze the teaching materials of topics developed        by incum bent teachers from the point    
of view of the e ffects of topic study and the systematic grasp of living space and daily life   .
	 As a result, the followings are made clear  :

1.	As a result of the analysis of  24cases I could classify the teaching materials of topic into three   :
①12 cases of topics which were developed through the reconstruction of the contents of the same    field.
②8 cases of topics which were developed through the crossing of more than two di fferent  fields.
③4 cases of topics which were developed through the comprehensive grasp of  living space and daily life    .

2.	�Topics were developed for the purpose of promoting the students ’ ability to creat independent learning and to system-  
atically grasp living space and daily life  .

3.	�The analysis has veri   fied that the clearness of the viewpoint of the comprehensive grasp of living space and daily life is                 
useful for topic development  .

要旨
　家庭科のカリキュラム構成のための新たな視点としてトピック学習について検討し、生活を体系的に理解するため「生活
構造論」にもとづく内容編成の視点を提案してきた。
　本稿では、現職教員により開発されたトピック題材について、トピック学習の効果と生活の体系的理解の視点から分析を
試みた。その結果、次のことが明らかになった。
１． 24の事例を分析した結果、その特徴によってトピック題材を3つに分類することができた。
同じ分野の内容を再構成して開発されたトピックが12例、異なる2つ以上の分野を横断して開発されたトピックが8
例、新たな視点で生活を総合的にとらえて開発されたトピックが4例であった。

２． トピックは、学習者主体の学びを創出することができ、生活を体系的にとらえる意図をもって開発された。
３． 生活を総合的に捉える視点が明確であることが、トピック開発に有益であることを確認することができた。


